
  

文部科学省委託 

新時代の教育のための国際協働プログラム 

初等中等教職員国際交流事業  

韓国教職員招へいプログラム 

「日韓教職員交流会」参加募集要項 

～2027年 1月 8日（金） オンラインミーティング、1月 24日（日） 日韓教職員交流会～ 

 

公益財団法人ユネスコ･アジア文化センター（ACCU）は、2027年 1月 23日（土）から 1月 29日（金）

までの 7 日間にわたり韓国から初等中等教育に携わる教職員等 50 名を本邦に招へいする「韓国教職

員招へいプログラム」を実施します。本プログラムでは、日韓両国の教職員及び教育関係者の友好を深

め、日本と韓国の相互理解を促進し、両国の国際交流の発展、ひいては平和で持続可能な社会の実

現に寄与することを目的とする「日韓教職員交流会」を 2027年 1月 24日（土）に開催いたします。 

今年度は、①文化交流、②ワクワクする学びの体験、③ペアまたは小グループ交流を予定しています。

②ワクワクする学びの体験では、株式会社 Classroom Adventure より今井善太郎氏をお迎えし、「教育

×エンターテインメント」を切り口に、参加者が「ワクワクする学び」を体験し、これからの学びをクリエイテ

ィブに発想する後押しをします。「異文化を通して学ぶ」・「『出会い』から学ぶ」ことを通じ、これからの学

びの在り方を考え、問い直し、新たな学びを協創する接点となる機会を提供するとともに文化交流やペ

アまたは小グループ交流によって日本と韓国の友好促進に寄与いたします。 

また、「日韓教職員交流会」に先立ち、本交流会に参加する日本教職員を対象にオリエンテーション

や文化交流の相談会としてオンラインミーティングを 2027年 1月 8日（金）に実施いたします。 

今回の募集にあたっては、2027年 1月 8日（金）及び 1月 24日（日）の両日、参加可能な方からのご

応募をお待ちしております。 

  

１. 目的 

（1）参加者が自らのコンフォートゾーンを飛び出し、「他者」と出会うこと 

（2）韓国及び日本の教職員が対話を通じ、異なる価値観や考え方に触れること 

（3）韓国及び日本の教職員が交流を通して相互理解や友好を促進すること 

（4）参加者の、今後のクリエイティブな教育実践の契機とすること 

（5）参加者がプログラムでの経験や学びを、国際理解推進など教育実践につなげること 

（6）プログラムに関わる日韓双方の参加者のネットワークを構築すること 

 

2. 日時・会場 

①2027年 1月 8日（金）17:30-19:00予定 （オンライン）（17:20から Zoomへ入室可） 

②2027年 1月 24日（日）10:00-16:30予定 （対面）（9:50-10:00受付） 

於：出版クラブホール・会議室 4階 403，404, 405 

（〒101-0051東京都千代田区神田神保町 1-32） 

アクセス： https://shuppan-club-hall.jp/access  

 

3. プログラム・スケジュール（暫定） 

日程 時間 活動 

2027年 1月 8日（金） 

＠オンライン 

17:20 入室開始 

17:30-19:00 ・事前説明、オリエンテーション 

・参加者の自己紹介 

・文化交流の相談 

・その他（必要に応じて） 

2027年 1月 24日（日） 

＠出版クラブホール・会議室  

4階 403，404, 405 

09:50 受付開始 

10:00-16:30 ・文化交流 

・今井善太郎氏の講義及びファシリテーション等 

・ペア／小グループ交流（昼食を含む） 

・その他（必要に応じて） 

https://shuppan-club-hall.jp/access


  

※活動内容は変更になる可能性があります。 

※当日は時間が延長することがありますので、あらかじめご了承いただけると幸いです。 

 

4. 参加者 

◆2027年 1月 8日（金） 

日本教職員 50名（暫定）： 

初等中等教職員（小・中・高等学校、特別支援学校、教育委員会等に所属）及び教育関係者 

◆2027年 1月 24日（日） 

・日本教職員 50名（暫定）： 

初等中等教職員（小・中・高等学校、特別支援学校、教育委員会等に所属）及び教育関係者 

・韓国教職員 50名： 

初等中等教職員（小・中・高等学校、特別支援学校、教育委員会等に所属）及び韓国教育部、韓国ユ

ネスコ国内委員会等の教育関係者 

 

5. 募集人数 

日本教職員 50名（最大人数） 

 

6. 応募資格 

以下の要件を満たす初等中等教職員及び教育関係者が応募できます。 

・日本及び韓国教職員との対話や交流に意欲があること。 

・2027年 1月 8日（金）［オンライン］及び 2027年 1月 24日（日）［対面］のプログラムに最初から最後ま

で参加できること。 

・主体性を持ち、積極的かつ思いやりをもって異なる背景をもつ他者と意思疎通を図り、交流することが

できること。 

・プログラム後に、自身の教育実践や教育活動において韓国教職員と協働等する意欲と行動力がある

こと。 

・オンラインミーティングに必要な PC 等の端末や通信環境を準備でき、対面交流の際にスマートフォン

やタブレット端末を持参できること。 

・2027年 1月 24日（日）にスマートフォンやタブレット端末を持参し、且つ参加者自身のモバイル通信や

ポケットWi-Fi等を通じてインターネットに接続できること。 

・LINEのアカウントをもち、そのアプリケーションでコミュニケーションが可能なこと。 

・ペアまたは小グループ交流では、街の散策や韓国教職員と東京都内の公共交通機関を利用した移

動が想定されるため、このような形態の交流や移動に耐性があること。 

 

※両日確実に参加できることを確認した上でご応募いただけると幸いです。 

 

7. 言語について 

会場には通訳者（日本語-韓国）がおりますが、ペアまたは小グループの交流等では通訳はつきません。

通訳者がいないときでも、簡単な英会話や翻訳アプリ、ボディランゲージ等を活用し、韓国の先生とのコ

ミュニケーションを楽しむ気持ちのある方を歓迎します。 

 

8. 参加費用 

・参加費は無料ですが、参加者の会場まで（から）の交通費は自己負担とします。 

・当日の昼食やペアまたは小グループ交流の補助としてボランティア謝金をお渡しいたします。 

 

9． 応募受付・参加決定 

・参加を希望される方は、指定フォーム（https://ws.formzu.net/fgen/S83216864/ ）にアクセスし、必要

事項を入力のうえ、顔写真をアップロードして送信してください。 

・応募は原則として先着順で受け付けます。ただし、日韓双方の教職員による交流の充実を図るため、

https://ws.formzu.net/fgen/S83216864/


  

応募内容や応募者の校種、担当教科、関心分野等を踏まえ、参加者の構成を調整した上で参加者を

決定します。そのため、応募順にかかわらず、参加をお願いできない場合があります。 

・日本側の参加者は 50名程度を予定しています。定員に達した場合でも、参加者構成の調整等のため、

応募受付を継続する場合があります。 

・応募受付の終了と、ACCUのホームページやFacebookで受付終了をお知らせするタイミングが異なる

場合があります。あらかじめご了承ください。参加を希望する場合は、お早めにお申し込みください。 

《補足》 

募集開始時点（2026年 11月初め）での応募受付締切や参加決定は 11月末を想定し、参加決定等に

ついては、状況によりますが、11月末頃からメールで順次お知らせする想定でおります。 

  

10．出張依頼状 

学校長及び所属長宛の依頼状が必要な方は申請用紙にその旨をご記入ください。 

2027年 1月にメールで送付いたします。 

 

11．事後アンケート 

プログラム終了後、ACCU からお送りするアンケート（複数回）にご記入いただきます。アンケートにご記

入いただいた内容は、プログラムの実施報告書に掲載される場合がありますので、あらかじめご了承く

ださい。 

 

12．その他 

・事業の記録のため、プログラム実施中に活動の様子を写真や動画（またはスクリーンショット）で撮影い

たします。撮影された写真等は文部科学省、ACCU、Korean National Commission for UNESCO 

（KNCU）等の報告書や Instagram、ホームページ等に掲載される予定ですので、あらかじめご了承の

上、ご応募ください。 

・プログラムの運営や充実した交流のため、申請内容の一部が参加者やプログラム関係者に共有される

予定である点もご了承の上、応募をお願いいたします。 

・令和 8年度初等中等教職員国際交流事業参加者に限定して公開している Instagramについて紹介さ

せていただく予定です。もしよろしければフォローをお願いいたします。 

 

13. 講義者・ファシリテーターについて* 

株式会社 Classroom Adventure 今井 善太郎氏 プロフィール： 

中学生時代に、新しい教育を求め単身カナダへ渡る。高校で学ぶ傍ら現地で小学校の副担任などをし

たのち大学進学のため日本へ帰国。幼児教育を行う株式会社 YOMYを共同創業、COO（最高執行責

任者）を行うなか中高生や社会人の教育にも興味を持ちClassroom Adventureを立ち上げる。厳格な親

のもとで生まれゲームどころかテレビもなかったためゲームにはかなり疎いがゲーミフィケーションには大

きな可能性を感じている。プログラミング教育の Life is Tech!や探究学習の a.schoolなどでインターン、

同社社員と出場したファクトチェックの世界大会 Youth Verification Challengeで日本優勝。慶應義塾大

学総合政策学部在学中。https://classroom-adventure.com/ja  

*当日はもう一人別の講義者・ファシリテーターが加わる可能性があります。 

 

14．お問い合わせ  

公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター（ACCU） 国際教育交流部 

住所：〒101-0051 東京都千代田区神田神保町 1-32-7F 出版クラブビル 

TEL: 03-5577-2853  FAX: 03-5577-2854   

メール: exchange@accu.or.jp 

https://classroom-adventure.com/ja

